
 

１  山岳遭難発生状況（暫定値） （令和７年数値は１月１日からの同期間数値）
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４  男女別・年齢別比率

　区　分 死者不明負傷無事 計 死者不明負傷無事 計

１９歳以下 0 0 1 5 6 0 0 0 2 2

２０ 代 2 0 2 13 17 0 0 1 4 5

３０ 代 1 0 1 4 6 1 0 0 4 5

４０ 代 4 0 5 3 12 1 0 1 0 2

５０ 代 5 0 4 5 14 1 0 5 4 10

６０ 代 1 1 6 5 13 2 0 2 1 5

７０以上 1 1 3 1 6 0 0 2 2 4

計 14 2 22 36 74 5 0 11 17 33

比  率

（※　比率の計は、小数点の調整上、一致しない場合あり。）
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日付 場所 性別 年齢 死傷別 態様 概要

6月8日
上高井郡高山村

の山林内
男 71 無事救出 道迷い 単独で山菜採り中、道に迷い、行動不能

6月10日
北アルプス

針ノ木岳
男 44 無事救出 その他 単独で針ノ木雪渓を登山中、装備不足により、行動不能

6月10日 小川山 女 76 負傷 滑落 5人パーティでクライミング中、スリップし、滑落、負傷

6月10日
八ヶ岳連峰
阿弥陀岳

男 65 負傷 滑落 2人パーティで阿弥陀岳から下山中、つまずいて、滑落、負傷

6月11日 雨飾山 男 24 死亡 滑落 単独で雨飾山へ入山し、行方不明、6/11遺体で発見

6月12日
北アルプス
白馬岳

男 64 負傷 滑落 単独で白馬大雪渓を下山中、雪上でスリップし、滑落、負傷

6月14日 霧ヶ峰 女 84 負傷 転倒
2人パーティで車山肩から入山し、遊歩道の木の根を踏み抜い

て、転倒、負傷

6月14日
飯山市大字照岡

の山林内
男 68 行方不明 不明 3人パーティで山菜採り中、集合場所に現れず、行方不明

山岳安全対策課からのアドバイス

先週の発生（６/8～６/14)

　 先週県内では、８件の山岳遭難が発生しました。
　 高山帯では、雪上でのスリップによる滑落や装備不足による行動不能、登山道からの
滑落や転倒等の遭難、低山帯では山菜採り中の道迷いや、行方不明遭難等が発生しま
した。
　 白馬大雪渓や針ノ木雪渓で滑落や行動不能遭難が発生しています。
　 この時期の残雪は根雪に近く、冬場の積雪の一番下で押し固められた、非常に固く締
まった雪です。
　 スリップしたり、バランスを崩した瞬間に停止できなければ、長距離の滑落に繋がり危
険です。
　 また、雪渓の先は、雪解けが進んでおり、岩肌や樹林が露出していることが多く、この
ような場所に滑落して衝突することで、致命傷を負う可能性が高まります。
　 白馬大雪渓や槍・穂高連峰など、雪渓が残る山域では、まだまだアイゼン・ピッケルが
必須です。
　 必要な装備を必ず携行し、使用すべき場所では確実に装着しましょう。
 

　


